


「環境と文化・京都会議 2010」開催について 

            
日本の古都京都において、平安時代に世界に類をみない文学が花開きましたが、それら

の作品は美しく豊かな京都の自然環境を基盤としています。その後、京都では能楽、茶道、

華道、歌舞伎など多様な芸術が誕生し継承されています。そのような歴史を持つ京都にお

いて、1997 年に「地球温暖化防止京都会議」（1997）が開催され、「京都議定書」が採択

されたことは、きわめて意義深いことと思います。すべての人々の人間的な暮らしを支え、

文化創造の基盤ともなる環境の保全は、現在、喫緊の課題です。 

そういう時、2010年 9月に｢環境と文学｣をテーマとする国際ペン会議東京大会が開かれ、

文化の重要な領域である文学と環境について論考されることは喜ばしいことです。しかし

ながら、このテーマは京都においてこそ、深く広く語り合うことが望ましいと、私たちは

考えます。 

そこで京都では、環境と文学についてのみならず、広く人間の行動や慣習のなかにもあ

らわれる文化と環境について話し合う機会の創出を試みたいと思います。私たちは、環境

問題とは地球温暖化抑止問題に留まらず、あらゆる人々の人間的生活を保障する社会環境

の保全をも対象とすると考えています。 

私たちは、この会議において環境保全について実際に取り組む市民活動のありかたなど、

実践事例や研究成果を報告し、話し合いたいと思います。この会議に、多くの方々が参加

されることを、心から歓迎申し上げます。 
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